
●農学部動物科学科（中一種免（理科）・高一種免（理科）） 

①教員養成に対する理念 

本学の教育理念である"実学"の精神を授業に取り入れ、農業および中等教育の理科授業や体験授業を指導

できる教員を養成するよう努めている。 

さらに、生命の尊厳や倫理を念頭に、動物の生命科学および生産科学に関連する先端の知識や技能を習得さ

せ、昨今の生命科学・畜産業の多様な諸問題に関して、知識だけでなく現場においても柔軟に対処できる教

員の育成を目指している。 

 

②教職課程の設置趣旨 

本学科は、動物の生命現象の本質を追究する生命科学と動物性食品の生産から流通までの食料生産を追究

する生産科学の２領域を包含している。課程を通じて生命の尊厳や倫理を学び、豊かな心を持ち、医・薬・

理学の領域まで広がりを見せる生命科学関連及び良質で安全な食料を生産する生産科学領域で貢献し得る人

材を養成することを目的としている。 

本学科の教育の特色としては、動物の生命現象の本質を追求し、これを動物性食品の生産、加工、流通を

通じて社会の発展に貢献し得る人材、生命の尊厳や倫理を学び、多様な価値観に柔軟に対応し、人類の幸福

に貢献し得る人材の育成をめざし以下のカリキュラムを設置している。 

1）動物の生殖、遺伝育種、生理など、動物の生命科学に関する専門的な知識と実践的な技能 

を習得させるための科目。 

2）動物の飼養及び衛生など、動物の生産管理科学に関する専門的な知識と実践的な技能を習得 

させるための科目。 

3）畜産物の利用及び動物産業の経営に関する専門的な知識と実践的な技能を習得させるため 

の科目。 

4）実験、実習、演習、並びに卒業論文作成など、理解力、知識・技能の活用力、課題設定力､問題解決力、

表現力、コミュニケーション能力を習得させるための科目。 

 

以上の学部共通科、学科専門基礎およびコア科目の中には、広く農業・理科教育に関連した科目が多く配当

されている。 

 

《目指す理科の教員像》 

学習指導要領に示されている農業・理科教育の目標を正確に把握し、生き物と向かい合う教育で培った観察

能力を活かし、生徒の指導、教育相談に向かい合い、本学の教育理念である“実学”の精神を念頭に、農学・

理科における座学、実験、体験を通じて生徒達を教育することができる意識の高い理科教員。 

 

 

 


